




 

 川崎病は冠状動脈に動脈瘤や狭窄などの病変を残すことがあり,遠隔期にお

いて突然死あるいは心不全による死亡が経験されることから,冠状動脈病変の

把握とそれに対する外科的治療が考慮されるようになった。東京女子医大第二

病院では,現在まで 4 例の川崎病患児の冠状動脈病変に対して大伏在静脈グラ

フトを用いた大動脈・冠状動脈バイパス(A・C バイパス)手術および,うち 1 例

に冠状動脈瘤切除を行なったので症例について略記するとともに他施設での手

術例に関しても知りえた範囲で簡単に述べる。 


